
「まろとさくらは、
わたしたちが守る」

昨年の１１月に
母山羊のさとちゃんを
亡くしてから子どもたち
が事ある度に語る言葉

さくらの寄生虫、まろの
頬の腫れなど心配ごとは
尽きない毎日ですが、
一生懸命考え、行動し
乗り越えてきました

今は新しい家族の誕生に
向けて期待を胸に活動し
ています


